
早めの避難・早めの行動を！ 

 河川が氾濫した場合、一斉に多数の救助要請などが消防署に入ります。 

         

 その場合、一定時間、通報情報をまとめて、優先度の高い事案から優先的に出動します。 

        
 要介護者が入居している施設などは、自力避難が難しいことから、優先度は高くなっています。 

 

 しかし、河川氾濫時などは、浸水により現場へたどり着けなかったり、出動途中で市民に助けを求められて

現場へ行けない場合があります。 

     

そのため、早めの避難と自助・共助が非常に大切です！ 

     


